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■特集「人手不足 対応支援」～県連の新たな取組～
　・「働き方改革実践企業第１回認定証授与式」開催　
　・「平成29年度広域講習会」開催　～若手人材の採用・育成術を学ぶ～
　・「健康経営の普及促進に関する協定」締結式を挙行
　・「人手不足対応ガイドラインについて」～人材不足対策の羅針盤～
■「ストーリーから考える商品開発セミナー」（県連）
■特集「商工会の経営支援事例」～各地で経営指導員が奮闘中！～
　・「小規模事業者持続化補助金活用事例」（広島安佐／熊野町）
　・「平成29年度経営支援事例発表大会　最優秀事例」（世羅町）
■県青連 活動報告
　・主張発表大会（広島県大会） ・スポーツ交流会 ・越智全青連会長就任祝賀会
■県女性連 活動報告
　・千羽鶴を捧げる事業 ・ビーチボールバレー大会 ・主張発表大会（中四国ブロック）
■夢ぷらざ「お客様感謝イベント」実施

■『平成29年度第56回通常総会』開催（県連）
■『平成29年度第1回商工会青年部研修会並びに通常総会』開催（県青連）
■『平成29年度第51回通常総会』及び『第1回研修会』開催（県女性連）
■『第18回商工会女性部主張発表広島県大会』開催（県女性連）
■『働き方改革実践企業認定制度』の創設に係る合同記者会見を開催（県連）
■『平成29年度第13回広島県商工会職員協議会　
　パワーアップセミナー』開催（県連）
■今年も熱気あふれるマツダスタジアムで『商工会の日記念事業』を実施（県連）
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平成29年度  行動指針平成29年度  行動指針 「もう一歩前へ！やってみましょう！」

平成29年10月23日（月）～
平成29年11月22日（水）

‘広島カープ’　セ・リーグ連覇を祝うイベントセールで賑わう「ひろしま夢ぷらざ」

第２回　申請募集期間
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長
へ
熊
高
会
長
よ
り
認
定
証
が
授
与
さ

れ
、㈱
山
豊
の
山
本
代
表
取
締
役
が
、「
顧

客
満
足
の
た
め
に
は
、
ま
ず
社
員
満
足
度

の
向
上
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
時
代

に
合
っ
た
働
き
方

改
革
、
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

認
定
三
社
の

概
要
及
び
取
組
な

ど
は
次
の
と
お
り

（
申
請
順
）

※ 

各
社
の
従
業
員
数

は
パ
ー
ト
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
ん
だ
数

〈
働
き
方
改
革
に
関
す
る
方
針
〉

社
員
が
満
足
し
て
こ
そ
、
お
客
様
に
満

足
を
届
け
ら
れ
る
。
若
者
が
活
躍
し
、
そ

れ
を
先
輩
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
高
齢
者
・

挑
戦
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
元
気
に
す
る
。

〈
取
組
内
容
〉

・ 

仕
事
の
平
準
化
、
業
務
の
担
当
区
分
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化

・ 

社
員
満
足
度
向
上
の
取
組
を
実
施
（
毎

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
、ト
イ
レ
の
改
装
、

計
画
有
休
取
得
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
）

－広島県商工会連合会の
　　　　　　新たな取組－

認
定
授
与
式
で
は
、
会
員
企
業
三
社
を

代
表
し
て
㈱
東
洋
シ
ー
ト
の
小
林
総
務
部

・
週
一
回
の
一
斉
退
社
日
の
実
施

〈
成　

果
〉

・
長
時
間
残
業
者
数
の
減
少

・
有
休
取
得
の
増
加

・ 

一
つ
の
仕
事
を
全
員
で
分
担
す
る
こ
と

に
よ
る
納
期
厳
守
の
ク
リ
ア

・ 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
る
従
業
員
の

技
能
ア
ッ
プ

・
仕
事
の
平
準
化
の
実
現

〈
働
き
方
改
革
に
関
す
る
方
針
〉

社
員
の
心
と
体
の
健
康
を
大
切
に
し
、

働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
。

〈
取
組
内
容
〉

・ 

社
内
に
業
務
の
み
な
ら
ず
、
健
康
管
理

な
ど
何
で
も
相
談
で
き
る
「
よ
ろ
ず
相

談
窓
口
」
を
設
置

・ 

疾
病
の
通
院
の
た
め
の
休
暇
制
度
や
、

体
調
等
に
応
じ
負
担
に
な
ら
な
い
部
署

へ
の
転
換
な
ど
柔
軟
な
人
員
配
置

・ 

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を

目
的
に
年
五
回
社
員
全
員
参
加
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・ 

働
き
方
改
革
の
目
標
の
発
信
や
月
一
回

の
工
程
会
議
で
の
意
見
交
換
な
ど
従
業

員
の
理
解
促
進

〈
成　

果
〉

・ 

少
々
の
健
康
の
変
化
で
も
、
病
院
に
行

き
や
す
い
雰
囲
気
が
で
き
た
。

・ 

仕
事
以
外
の
問
題
も
率
直
に
相
談
し
や

す
く
な
っ
た
結
果
、
仕
事
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
働
き
方
改
革
に
関
す
る
方
針
〉

社
員
満
足
度
向
上
の
為
に
、
働
き
方
の

見
直
し
、
残
業
時
間
の
削
減
・
有
給
休
暇

取
得
の
推
進

〈
取
組
内
容
〉

・ 

両
立
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
男

性
の
育
児
参
加
の
啓
発
を
進
め
、
イ
ク

ボ
ス
同
盟
ひ
ろ
し
ま
に
参
画

・ 

七
十
歳
ま
で
雇
用
す
る
高
年
齢
者
雇
用

制
度
を
導
入

・ 

毎
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
他
班

の
状
況
の
共
有
や
班
を
こ
え
た
応
援
体

制
・ 

有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
個
人
メ
ー
ル

で
通
知

〈
成　

果
〉

・
育
休
取
得
後
、
職
場
復
帰
率
百
％

・
七
十
歳
ま
で
の
雇
用
継
続
制
度
活
用

・ 

社
員
、
パ
ー
ト
共
に
有
給
休
暇
を
取
得

し
や
す
い
社
内
風
土
の
定
着

・ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
業
務
等
の
見
え

る
化
に
よ
り
、
残
業
が
格
段
に
減
少
。

・ 

他
の
従
業
員
の
状
況
が
分
か
り
、
社
内

の
雰
囲
気
が
よ
く
な
っ
た
。

認
定
三
社
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
員

満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
で

「
働
き
方
改
革
実
践
企
業

　
　
　第
一
回
認
定
証
授
与
式
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

「
働
き
方
改
革
実
践
企
業

　
　
　第
一
回
認
定
証
授
与
式
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

「
働
き
方
改
革
実
践
企
業

　
　
　第
一
回
認
定
証
授
与
式
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

第1回認定を受けた企業の代表の皆さん

労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
、

企
業
に
と
っ
て
の
人
手
不
足
は

喫
緊
の
経
営
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
企
業
が
持
続
的
に
成
長
・

発
展
す
る
た
め
に
、
働
き
方
改
革

や
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
、
企
業
の
魅
力
を
高
め
、

意
欲
あ
る
多
様
な
人
材
を
確
保

し
、
人
手
不
足
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

人
手
不
足
対
応
支
援
と
し
て
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
多

様
な
人
材
の
活
躍
促
進
に
向
け
、

企
業
の
取
組
促
進
や
県
内
企
業

の
機
運
醸
成
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
今
年
度
新
た
に
「
働
き
方
改

革
実
践
企
業
認
定
制
度
」
を
広
島

県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
と
も

に
創
設
。厳
正
な
る
審
査
を
経
て
、

働
き
方
改
革
の
取
組
・
実
践
に
優

れ
た
会
員
企
業
三
社
を
「
働
き

方
改
革
実
践
認
定
企
業
」
と
し
て

認
定
し
、
九
月
八
日
（
金
）、
国

際
会
議
場
に
て
第
一
回
と
な
る

認
定
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

㈱東洋シート
（広島安芸商工会）

代表者　 山口徹代表取締役
所在地　 安芸郡海田町国信
　　　　1-6-25
事業内容　 自動車用シート及び
　　　　幌の開発・製造
従業員数　809人

代表者　 金本秀明代表取締役
所在地　 山県郡北広島町有田
　　　　819-1
事業内容　 土木建設業
従業員数　13人

㈱千代田工務店
（北広島町商工会）

代表者　 山本千曲代表取締役
所在地　 広島市安佐南区伴東町
　　　　79-2
事業内容　 食料品製造業
従業員数　103人

㈱山豊
（沼田町商工会）
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し
、「
労
働
条
件
先
行
型
の
求
人
媒
体
で

は
、
欲
し
い
人
材
に
会
社
の
魅
力
が
伝
わ

ら
ず
、
応
募
に
繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
。
知
名
度
・
信
用
度
の
低
い
中
小
零

細
企
業
に
と
っ
て
は
、
求
人
を
出
す
前
に

会
社
の
存
在
を
認
知
し
、
興
味
を
惹
き
つ

け
、
信
用
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
、
働
き

た
い
と
共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力

や
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
絶
対
不
可

欠
。
ま
た
独
自
の
求
人
・
採
用
ル
ー
ト
の

開
拓
も
必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。

若
手
育
成
に
つ
い
て
は
、「
若
者
に

と
っ
て
仕
事
と
は
、自
己
を
活
か
し
た
い
、

社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
っ
た
『
心
の

充
足
を
得
る
も
の
』と
い
う
傾
向
が
あ
り
、

こ
の
価
値
観
を
理
解
し
て
採
用
・
育
成
す

る
こ
と
が
大
切
。
仕
事
自
体
へ
の
不
安
も

あ
る
の
で
、不
安
要
素
は
確
実
に
払
拭
し
、

仕
事
を
通
じ
て
実
現
で
き
る
未
来
像
も
具

体
的
に
伝
え
、
社
内
に
若
者
を
育
て
る
意

識
と
理
解
が
あ
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
」
と

し
、
最
後
は
受
講
生
か
ら
事
前
に
寄
せ
ら

れ
た
質
問
に
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

若
者

が
意
義

あ
る
仕

事
に
つ

き
、
日

本
の
将

来
を
担

う
よ
う

な
人
材

に
育
て

て
い
く

事
は
、

こ
れ
か

ら
の
企

業
に
求

め
ら
れ

八
月
八

日（
火
）、広

島
商
工
会

議
所
に
て

『
健
康
経

営
の
普
及

促
進
に
向

け
た
相
互

連
携
に
関

す
る
協

定
』
の
締

結
式
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
締
結

式
に
は
当
連
合
会
の
熊
高
会
長
、
広
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
の
深
山
会
頭
、
広
島

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
伊
藤
会
長
、

健
康
保
険
組
合
連
合
会
広
島
連
合
会
の
井

上
会
長
、
全
国
健
康
保
険
組
合
協
会
広
島

支
部
の
向
井
支
部
長
の
五
名
が
出
席
。
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

協
会
け
ん
ぽ
の
向
井
支
部
長
は
「
企
業

に
と
っ
て
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
は
、
成

長
戦
略
の
ひ
と
つ
。
県
全
体
で
健
康
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
協
定
は
健

診
の
受
診
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
促
進
な

ど
八
項
目
で
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

で
、
会
員
企
業
に
健
康
に
関
す
る
取
り
組

み
を
呼
び
か
け
、
従
業
員
の
健
康
増
進
に

向
け
て
企
業
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

す
。
社
員
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
人

材
確
保
を
し
、
業
績
向
上
に
繋
げ
る
。
昨
今

人
材
不
足
の
問
題
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
企

業
規
模
の
違
い
が
あ
れ
ど
も
、
こ
の
認
定
三

社
の
離
職
率
は
低
く
、定
着
率
が
高
い
で
す
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
こ
の
認
定
制
度

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
企
業
で
働
き
方
改
革

の
取
組
が
進
み
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と
多

彩
な
人
々
が
活
躍
で
き
る
環
境
が
作
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
二
回
の
申
請
募
集
期
間
は
、

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日（
月
）〜

　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日（
水
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
属
商
工
会
を
通
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

十
月
十
日
（
火
）、
福
山
市
神
辺
文
化

会
館
に
て
「
平
成
二
十
九
年
度
広
域
講
習

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
中

小
零
細
企
業
の
人
材
確
保
と
育
成
を
支
援

す
る
サ
イ
ト
「
カ
ク
イ
ク
」
で
全
国
の
経

営
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
、
エ
フ
テ
ィ

マ
合
同
会
社
代
表
藤
村
俊
之
氏
。

藤
村
氏
は
建
設
業
の
採
用
現
場
で
培
っ

た
自
ら
の
経
験
を
元
に
、「
見
込
み
の
あ

る
若
手
を
確
保
す
る
に
は
、
若
者
を
採
用

す
る
『
意
義
あ
る
目
的
』
を
明
確
化
す
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
。
さ
ら
に
互
い
の
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
共
通
の
目
的
や
価
値
観
を

し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
求
人
に
応
募
す
ら
な
い
問
題
に
対

社
員
の
健
康
と
企
業
の
生
産
性
向
上
を
目
指
し
て

「
健
康
経
営
の
普
及
促
進
に

　

 

　

 

関
す
る
協
定
」締
結
式
を
挙
行

「
健
康
経
営
の
普
及
促
進
に

関
す
る
協
定
」締
結
式
を
挙
行

「
健
康
経
営
の
普
及
促
進
に

　

 

　

 

関
す
る
協
定
」締
結
式
を
挙
行

「
平
成
二
十
九
年
度

　
　
　
　

 

広
域
講
習
会
」開
催

「
平
成
二
十
九
年
度

　
　
　
　広
域
講
習
会
」開
催

「
平
成
二
十
九
年
度

　
　
　
　

 

広
域
講
習
会
」開
催

若
手
人
材
の
採
用・育
成
術
を
学
ぶ

メモをとりながら人材問題解決のヒントを探る受講生達

て
い
る
と
も
語
り
、
約
百
名
の
参
加
者
達

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

締結書にサインした各団体の代表
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県
連
・
嘱
託
専
門
指
導
員

　
　
　
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士　

　
　
　
　
　
　
　
　

上　

田　

雅　

明

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
手
不

足
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

年
三
月
に
中
小
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
人
手
不
足
対
応
研
究

会
」
が
、
そ
の
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
、
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。

一
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
趣
旨

人
材
不
足
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
経
営
上
の
大
き
な
不
安
定
要
素
で
あ

る
。
多
様
な
働
き
手
が
最
大
限
能
力
発
揮

で
き
る
職
場
づ
く
り
や
、
設
備
導
入
等
に

よ
る
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
好

事
例
を
収
集
・
分
析
し
、
人
手
不
足
対
応

へ
の
考
え
方
を
整
理
。
豊
富
な
事
例
と
と

も
に
、
経
営
者
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
こ
と

を
企
図
し
て
作
成
さ
れ
た
。

二 

．
人
手
不
足
の
状
況　
〔
人
手
不
足
は

全
業
種
に
わ
た
り
深
刻
化
〕

中
小
企
業
は
、
大
企
業
よ
り
離
職
率
が

高
く
、
離
職
が
人
手
不
足
に
つ
な
が
っ
て

い
る
側
面
も
あ
る
。
中
小
企
業
は
一
定
の

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
即
戦
力
や
新
卒
を
求

め
て
い
る
が
、
新
卒
は
大
企
業
志
向
が
強

い
。
一
方
、
復
職
女
性
、
高
齢
者
等
は
中

小
企
業
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ
り
、
潜
在

労
働
力
が
多
数
あ
る
。
外
国
人
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。

三 

．
人
手
不
足
対
応
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方

経
営
課
題
と
し
て
深
刻
化
す
る
人
手
不

足
を
変
革
・
成
長
の
た
め
の
機
会
と
捉
え

直
す
。
経
営
者
次
第
で
変
革
が
進
む
可
能

性
が
大
き
い
。

人
手
不
足
へ
の
対
応
は
、
①
女
性
、
高

齢
者
、
外
国
人
等
の
多
様
な
人
材
に
視
野

を
広
げ
、
働
き
手
の
立
場
に
立
っ
た
職
場

環
境
整
備
等
を
進
め
、人
材
を
確
保
す
る
。

②
Ｉ
Ｔ
導
入
や
設
備
導
入
、
人
材
育
成
等

に
よ
り
、
労
働
生
産
性
を
向
上
す
る
。
の

二
通
り
が
あ
る
。

四
．
重
要
な
視
点　
〔
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〕

人
手
不
足
対
応
の
好
事
例
を
分
析
・
検

討
を
通
じ
て
、
次
の
三
ス
テ
ッ
プ
が
重
要

事
項
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
。

ス 
テ
ッ
プ
⑴
経
営
課
題
や
人
手
が
不
足
し

て
い
る
業
務
を
見
つ
め
直
す
。

出
発
点
と
し
て
▽
人
材
確
保
の
経
営
課

題
上
の
意
味
・
目
的
を
明
確
化
す
る
。
▽

固
定
観
念
を
払
拭
す
る
。業
務
を
分
析
し
、

細
分
化
等
し
て
み
る
。

ス 

テ
ッ
プ
⑵
業
務
に
対
す
る
生
産
性
や
求

人
像
を
見
つ
め
直
す
。

▽
業
務
の
絞
り
込
み
や
段
取
り
変
更
等

の
ソ
フ
ト
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
Ｉ
Ｔ
や

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
設
備
を
投
入
し
て
省
力
化

を
図
る
ハ
ー
ド
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え

る
。
▽
業
務
の
ど
こ
に
ム
リ
（
設
備
や
人

へ
の
過
負
担
）、
ム
ダ
（
非
効
率
・
過
剰

な
要
素
）、
ム
ラ
（
仕
事
量
・
負
荷
の
バ

ラ
ツ
キ
）
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
。
▽
生

産
性
向
上
は
、
負
荷
が
下
が
る
こ
と
で
、

求
人
像
の
幅
が
拡
が
り
、
働
き
手
の
定
着

が
進
む
と
い
っ
た
副
次
的
効
果
を
も
た
ら

す
こ
と
が
あ
る
。▽
固
定
観
念
を
払
拭
し
、

業
務
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
、
求
人
像
の

幅
を
拡
げ
る
。
求
人
像
の
幅
を
拡
げ
た
場

合
、人
材
育
成
の
仕
組
み
も
考
え
て
お
く
。

求
人
像
を
絞
り
込
み
明
確
化
し
た
ほ
う

が
、
良
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ス 

テ
ッ
プ
⑶
働
き
手
の
目
線
で
、
人
材
募

集
や
職
場
環
境
を
見
つ
め
直
す
。

▽
働
き
手
の
目
線
に
立
っ
て
、
採
用
・

自
社
Ｐ
Ｒ
を
見
つ
め
直
す
―
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
明
確
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
リ
ア
ル
で
明
確
で
あ
る
こ
と
が

重
要
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
職
場
見
学

会
等
に
よ
り
企
業
理
解
を
促
進
す
る
こ
と

も
重
要
。
▽
働
き
手
の
目
線
に
立
っ
て
、

職
場
環
境
を
見
つ
め
直
す
―
働
き
手
の
制

約
や
志
向
を
考
え
、
職
場
環
境
整
備
を
図

る
こ
と
が
重
要
。

（
職
場
環
境
整
備
対
応
策
例
）

・ 

女
性
（
主
婦
等
）：
短
時
間
勤
務
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
在
宅
勤
務
等
、
時

間
に
柔
軟
な
勤
務
体
系

・ 

高
齢
者
：
短
時
間
勤
務
、
無
理
の
な
い

シ
フ
ト
、
再
雇
用
時
の
説
明
、
繰
り
返

し
の
指
示
、
身
体
負
荷
の
配
慮

・ 

外
国
人
：
人
事
制
度
の
明
確
な
説
明
、

日
本
文
化
や
日
本
語
、
生
活
面
の
サ

ポ
ー
ト

五 

．
事
例
集
（
百
選
）
と
省
庁
の
施
策
例

の
紹
介

百
を
超
え
る
取
組
好
事
例
を
業
種
別
、

経
営
課
題
別
等
に
整
理
し
て
掲
載
。
取
組

の
ポ
イ
ン
ト
、
取
組
前
の
状
態
、
取
組
内

容
、
取
組
後
の
状
態
が
分
か
り
や
す
く
表

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
最
後
に

は
、
人
手
不
足
対
応
を
後
押
し
す
る
関
連

施
策
（
重
要
な
視
点
・
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

毎
の
支
援
策
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

※ 

今
後
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
普
及
・
浸
透
に
向

け
た
セ
ミ
ナ
ー
等
が
全
国
四
十
七
都
道
府
県

で
開
催
予
定
で
す
。
情
報
は
随
時
会
報
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

「
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者

　人
手
不
足
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

「
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者

　人
手
不
足
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

「
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者

　人
手
不
足
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

人
材
不
足
対
策
の
羅
針
盤

広島県社会保険労務士会
広島市中区橋本町10－10　広島インテスビル5F

TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

専門家派遣・相談等支援事業
(広島県最低賃金総合相談支援センター併設)

医療労務管理支援事業

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
平
成

二
十
九
年
六
月
二
十
八
日
（
水
）、
七
月

五
日
（
水
）、
十
九
日
（
水
）
の
三
日
間
、

メ
ル
パ
ル
ク
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
）

に
て
『
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
考
え
る
商
品
開

発
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
小
規
模
事
業
者
に
お

け
る
新
商
品
開
発
の
中
核
を
担
う
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き

企
画
・
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

講
師
に
、
株
式
会
社
ユ
ー
ミ
ッ
ク
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
代
表
取
締
役
で
中
小
企
業
診
断

士
の
渡
貫
氏
、
中
小
企
業
診
断
士
の
小
倉

氏
を
迎
え
、
第
一
回
の
〝
売
れ
る
商
品
開

発
の
考
え
方
〞、
第
二
回
の
〝
ラ
イ
バ
ル

に
勝
つ
た
め
の
工
夫
〞
に
続
い
て
、
第
三

回
は
〝
商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
コ
ツ
〞
を

テ
ー
マ
に
、
二
十
三
事
業
者
二
十
七
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

三
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
商
品
開
発
を

行
う
前
の
ス
ト
ー
リ
ー
（
事
業
計
画
）
づ

く
り
の
重
要
性
や
商
品
の
魅
力
的
な
魅
せ

方
、
商
品
の
魅
力
を
有
効
的
に
伝
え
る
ポ

イ
ン
ト
を
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
す

る
と
と
も
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ー
ト
や
商

品
カ
ル
テ
の
作
成
、
参
加
者
同
士
で
の
模

擬
商
談
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
魅
力
的
な
商
品
開
発
・
販
売
に
向
け

た
一
連
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
の
参
加
者
か
ら
は
、「
商
品

開
発
に
当
た
っ
て
幅
広
く
教
え
て
い
た
だ

き
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」、「
演
習
に
よ
っ

て
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
理
解
度

が
図
れ
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
八
月
九
日
（
水
）
に
は
、
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
七
社
に
対
す
る
個
別
相

談
会
を
開
催
。
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
魅
力
的
な
商

品
開
発
へ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

来
年
度
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
企
画
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら

　考
え
る
商
品
開
発

　
　セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

「
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら

　考
え
る
商
品
開
発

　
　セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催 県連

演習の様子

インターネットバンキングに係る不正送金事犯
による被害は、発生件数214件、被害額約５億6,400
万円で、28年上半期と比較して、発生件数は645件、
被害額は約３億3,300万円下回りました。減少の要
因としては、個人口座の被害額が28年上半期と比較
して、約５億1,300万円減少したこと等が挙げられ
ます。また、インターネットバンキングの電子決済
サービスを使用して仮想通貨取引所に対して送金
を行う新たな手口が発生しました。この手口で仮想
通貨取引所に送金された約１億400万円のうち、約
6,900万円相当の仮想通貨等については、取引所に
おいて凍結措置が取られました。（仮想通貨につい
ては、29年７月29日のレートで換算） なお、不正送
金の一次送金先として把握した374口座のうち、名
義人の国籍はベトナムが約51％を占め、次いで中国
が約23％、日本が約11％を占めています。 

平成28年中、広島県内においてインターネットバ
ンキングの不正送金は19件発生しており、そのうち
法人口座被害は２件（被害額 : 約230万円）でした。

１件目の法人についてはウイルスにより遠隔操作
されており、２件目の原因は不明ですが、いずれも
メガバンクの口座からベトナム人口座に送金され
ていました。 

○不審なメールは開かない
○パスワードを定期的に変更する 
○金融機関の推奨するセキュリティ対策ツール
　（ワンタイムパスワード）を活用する 
○  OS やソフトウェア、ウイルス対策ソフトを最

新の状態にアップデートする
○ 重要なデータは必ずバックアップを取ってお

く等を必ず実施しましょう。
（広島県警察サイバー犯罪対策課より）

 １. 全国の平成29年上半期の状況

 ２. 広島県内の状況

 ３. 被害防止対策

平成29年上半期のインターネットバンキングにおける不正送金の状況

【第185回全国商工会
        珠算検定試験】
１級満点合格者

（平成29年６月18日実施）

安芸津町商工会
宮谷珠算塾
津口　希里
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当
社
は
早
く
か
ら
計
画
に
基
づ
い
た
経

営
を
実
施
し
て
お
り
、
中
期
目
標
が
明
確

な
こ
と
、
新
ブ
ラ
ン
ド
・
商
品
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
道
具
で
な
く
高
級
イ
ン
テ
リ
ア
雑

貨
と
し
て
訴
求
し
て
い
る
こ
と
、
海
外
の

中
で
も
特
に
欧
州
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
置
く

な
ど
、
先
進
的
で
一
貫
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
に
基
づ
い
た
経
営
の
実
施
に

よ
り
、二
年
続
け
て
持
続
化
が
採
択
さ
れ
、

財
政
面
に
加
え
、
課
題
抽
出
、
計
画
の
見

直
し
な
ど

に
有
効
に

作
用
し
、

経
営
計
画

策
定
の
重

要
性
を
再

認
識
さ
て

い
た
だ
く

良
い
機
会

と
な
り
ま

し
た
。

ら
、
新
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
む

や
み
に
市
場
開
拓
す
る
の
で
な
く
、「
地
元

の
お
客
様
を
大
切
に
す
る
」
理
念
が
補
助
事

業
を
通
じ
て
、
成
長
戦
略
『
既
存
の
市

場
』
×
『
新
規
の
製
品
』
に
挑
戦
、「
地
元

の
お
客
様
」
×
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
打
ち
そ

ば
」
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
地
元

か
ら
支
持
さ
れ
る
人
気
商
品
を
し
て
成
長

し
、
長
く
愛
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し

て
ど
ん
ど

ん
広
が
っ

て
い
く
と

確
信
し
て

い
ま
す
。

○
事
業
者
様
か
ら
の
声

〈
持
続
化
補
助
金
事
業
の
概
要
〉

　

ま
ち
の
牛
乳
配
達
店
と
し
て
創
業
七
年

目
。
日
々
の
配
達
で
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
い

て
い
ま
す
。「
牛
乳
配
達
」
に
「
当
店
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
」
の
追
加
で
差
別
化
を
図
り
、

顧
客
単
価
ア
ッ
プ
と
新
規
顧
客
開
拓
を
実

現
す
る
た
め
、
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

〈
応
募
の
経
緯
〉

　

新
規
顧
客
開
拓
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
一
人
ひ

と
り
の
お
客
様
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
創
業

時
に
設
定
し
た
顧
客
数
、
配
達
エ
リ
ア
を
広

げ
な
い
方
針
が
売
上
増
の
妨
げ
と
な
り
ま

し
た
。「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
…
」
と
考
え

て
い
た
時
に
、「
趣
味
で
や
っ
て
い
た
そ
ば

打
ち
」
を
配
達
し
た
ら
ど
う
か
と
事
務
局
か

ら
提
案
を
受
け
、
一
念
発
起
！
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

〈
事
業
の
効
果
〉

　

持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
、「
児
玉
牛
乳

店
の
愛
情
手
打
ち
そ
ば
」
の
配
達
を
始
め
、

こ
の
一
年
間
で
売
上
も
粗
利
益
も
増
加
し

て
き
て
い
ま
す
。
今
春
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
出
張
そ
ば
手
打
ち
な
ど
新
事

業
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後
も
新
事
業
の
展

開
に
挑
戦
し
ま
す
。

○
商
工
会
の
支
援
担
当
者
か
ら

　
（
広
島
安
佐
商
工
会

　
　
　
　
　
　

経
営
指
導
員　

神
垣
任
成
）

　

児
玉
牛
乳
店
は
仕
入
れ
商
品
の
配
達
だ

け
で
な
く
、「
お
客
様
か
ら
支
持
さ
れ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
届
け
た
い
」
と
の
思
い
か

○
事
業
者
様
か
ら
の
声

〈
持
続
化
補
助
金
事
業
の
概
要
〉

　

社
歴
三
十
七
年
の
熊
野
化
粧
筆
の
総
合

メ
ー
カ
ー
で
す
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ

た
海
外
直
販
を
次
世
代
の
成
長
事
業
と
位

置
付
け
、〝
ス
キ
ン
ケ
ア
用
〞
熊
野
筆
の

欧
州
向
け
販
路
開
拓
に
二
年
連
続
で
取
組

み
ま
し
た
。

〈
応
募
の
経
緯
〉

　

新
ブ
ラ
ン
ド
を
立
上
げ
、
新
商
品
を
発

売
し
た
も
の
の
、
海
外
展
開
戦
略
に
課
題

が
残
り
、
課
題
解
決
の
た
め
社
内
で
立
ち

上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
事
業
計

画
を
作
成
、
応
募
し
ま
し
た
。

〈
事
業
の
効
果
〉

　

欧
州
で
は
有
力
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

の
採
用
、「
ヴ
ォ
ー
グ
」
な
ど
有
力
誌
へ

掲
載
や
ネ
ッ
ト
（
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の

反
響
な
ど
、
成
果
は
期
待
を
超
え
、
こ
の

欧
州
で
の
好
評
が
国
内
向
け
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
商
工
会
や
事
業
関
係
者
皆
様
の
ご
支

援
で
、
補
助
事
業
を
〝
や
り
き
る
〞
こ
と

が
で
き
、
こ
の
経
験
を
糧
に
更
に
事
業
を

発
展
さ
せ
る
所
存
で
す
。

○
商
工
会
の
支
援
担
当
者
か
ら

　
（
熊
野
町
商
工
会

　
　
　
　
　

経
営
指
導
員　

合
野
忠
敬
）

　

熊
野
町
は
筆
の
産
地
と
し
て
約
百
五
十

年
の
歴
史
が
あ
り
、
筆
産
業
を
中
心
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
が
あ
り
、

特
に
化
粧
筆
は
、
機
能
性
、
伝
統
技
術
の

応
用
な
ど
商
品
と
し
て
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
て

お
り
、
差
別
化
が
図
り
難
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

牛
乳
屋
さ
ん
が
新
事
業

『「
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
打
ち
そ
ば
」開
発
と

　
　
　
　
　配
達
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
！！
』

支
援
テ
ー
マ

広
島
安
佐
商
工
会

児
玉
牛
乳
店

経
営
革
新

経営支援事例紹介経営支援事例紹介

商工会の経営指導や役割に対するニーズが多様化す
るなか、これまで以上に経営指導員の伴走型支援が
求められるようになっています。ここでは、広島県内
の各商工会が近年行った支援事例を紹介します。

各地で経営指導員が奮闘中！

商工会は商工会は

各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！各地で経営指導員が奮闘中！
行きます

聞きます 提案
します

『
自
社
ブ
ラ
ン
ド
海
外
拡
販
促
進

　
　の
た
め
新・広
報
戦
略
の
策
定
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ツ
ー
ル
開
発
』

支
援
テ
ー
マ

熊
野
町
商
工
会

有
限
会
社  

瑞
穂

海
外
展
開

有限会社  瑞穂　
代表取締役／尺田泰吏　
所在地／安芸郡熊野町萩原2－7－35
業　種／その他の製造業（筆製造）

児玉牛乳店
代表者／児玉秀明
所在地／広島市安佐北区安佐町飯室4268
業　種／飲食料品小売業（牛乳配達）

支援事例その1 小規模事業者持続化補助金活用事例
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広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ中国四国 広島支店がお手伝い致します｡

支援事例その2 平成29年度経営支援事例発表大会　最優秀事例 発表者　世羅町商工会
　　　　主任  三谷  一郎

一
、
現
状
把
握
と
強
み
の
発
見

　

世
羅
町
で
居
酒
屋
を
営
む
流
田

さ
ん
か
ら
、
経
営
相
談
を
受
け
た

の
は
昨
年
の
四
月
で
し
た
。
平
成

十
年
開
店
の
店
の
売
上
げ
は
、

ピ
ー
ク
時
で
約
三
千
万
円
、
近
年

は
一
千
万
円
前
後
ま
で
低
下
。
平

成
二
十
六
年
よ
り
手
打
ち
う
ど
ん

の
昼
営
業
を
開
始
し
、
観
光
客
を

中
心
に
来
客
数
が
増
え
て
き
た
も

の
の
、
売
上
げ
は
横
這
い
が
続
き

ま
し
た
。
運
転
資
金
が
底
を
つ
き

か
け
て
い
た
状
態
で
、
私
が
提
案

し
た
改
善
策
は
、
観
光
客
を
中
心

に
注
文
数
が
伸
び
て
い
た
「
世
羅

う
ど
ん
」
の
持
帰
り
商
品
を
作
り
、

新
た
な
売
上
げ
の
柱
と
す
る
こ
と

で
し
た
。「
世
羅
う
ど
ん
」
と
は
、

町
内
産
黒
米
と
も
ち
麦
を
練
り
こ

み
、
穀
物
の
香
り
と
も
っ
ち
り
食

感
が
特
徴
の
手
打
ち
う
ど
ん
で
、

農
作
物
の
美
味
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
当
地
の
特
産
品
と
し
て
、
発

展
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
感

じ
た
か
ら
で
す
。

二
、
商
品
開
発
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

専
門
家
派
遣
を
活
用
し
、
開
発

の
初
期
段
階
か
ら
専
門
家
を
投

入
。
製
造
方
法
に
つ
い
て
は
、
設

備
投
資
が
不
要
で
、
生
産
量
、
賞

味
期
限
、
保
存
温
度
に
優
れ
る
外

注
に
よ
る
半
生
麺
を
選
択
し
ま
し

た
。
試
作
と
試
食
を
繰
返
し
、
約

「
世
羅
黒
う
ど
ん
の

　ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

　
　販
路
開
拓
の
経
緯
に
つ
い
て
」

支
援
テ
ー
マ

販
路
拡
大
・
販
路
支
援

二
ヶ
月
で
店
の
味
に
近
い
半
生
麺
が
完
成
。

そ
し
て
初
期
段
階
を
共
有
す
る
専
門
家
に
、

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
販
促
グ
ッ
ズ
に
関
す
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
、
同
時
進
行
で
完
成
し
て

頂
き
、
商
品
名
も
、
見
た
目
の
特
徴
を
生
か

し
た
「
世
羅
黒
う
ど
ん
」と
改
名
し
ま
し
た
。

 

三
、
事
業
計
画
の
策
定

　

一
番
意
識
し
た
の
は
、
短
期
間
で
売
上
げ

を
上
げ
る
方
法
で
す
。
早
期
に
売
上
げ
獲
得

の
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
、
流
田
さ
ん
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
十
一
月
に
開
催

予
定
だ
っ
た
県
連
商
談
会
、
高
速
道
路
Ｓ
Ａ

地
域
物
産
展
へ
の
参
加
を
軸
に
据
え
、
希
望

の
販
路
開
拓
先
と
年
内
に
商
談
を
実
施
す

る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

四
、
計
画
の
実
施
と
販
路
開
拓

　

商
談
を
優
位
に
進
め
る
た
め
に
は
、
売
れ

る
商
品
だ
と
バ
イ
ヤ
ー
に
示
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
十
一
月
に
福
山
Ｓ
Ａ
で

の
地
域
物
産
展
で
、
試
食
販
売
を
実
施
。
結

果
は
二
日
間
で
約
九
百
人
が
試
食
、
約

十
五
万
円
を
売
上
げ
、
十
二
月
か
ら
の
常
設

販
売
が
決
定
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
観
光
客

の
減
る
三
月
迄
の
土
日
を
試
食
販
売
に
あ
て
、

延
べ
十
四
回
、
累
計
試
食
数
五
千
三
百
八
十

食
、
商
品
販
売
数
は
一
千
百
十
個
を
突
破
。

実
施
し
た
す
べ
て
の
先
へ
の
常
設
販
売
が

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
バ
イ
ヤ
ー
の
要
望
を

ヒ
ン
ト
に
、
売
場
の
陳
列
方
法
に
適
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

商
品
訴
求
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
五
月
ま
で
に
、
販
路
先
を

十
三
ヶ
所
開
拓
。
新
た
な
売
上
げ
の
柱
を
確

立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
物
販
売
上
げ
が
呼
び

水
と
な
り
、
昼
の
売
上
げ
も
増
加
。
今
年
度

の
売
上
げ
予
測
は
、
二
年
前
の
一
・
五
倍
、

一
千
五
百
万
円
ま
で
回
復
し
て
き
ま
し
た
。

五
、
伴
走
型
に
よ
る
チ
ー
ム
支
援

　

約
一
年
と
い
う
短
期
間
で
、
商
品
開
発
か

ら
販
路
開
拓
ま
で
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た

の
は
、
外
部
専
門
家
と
複
数
の
商
工
会
職
員

が
連
携
し
た
、
伴
走
型
に
よ
る
チ
ー
ム
支
援

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
一
番
意
識
し
た
点
は
、
各
メ
ン
バ
ー
に

専
門
分
野
を
担
当
し
て
貰
う
だ
け
な
く
、
担

当
外
の
進
捗
状
況
も
全
員
に
発
信
し
、
常
に

支
援
全
体
の
流
れ
を
把
握
し
て
も
ら
う
事

で
し
た
。
支
援
全
体
の
流
れ
が
わ
か
る
と
、

出
て
く
る
結
果
が
気
に
な
り
、
良
い
結
果
に

は
共
に
喜
び
、
逆
に
上
手
く
い
か
な
い
結
果

も
ど
う
す
れ
ば
上
手
く
い
く
か
を
相
談
す

る
な
ど
、
数
多
く
の
時
間
と
場
で
議
論
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ー
ム
全
体
の
当
事
者

意
識
が
高
ま
り
、
よ
い
結
果
が
出
て
く
る
と

流
田
さ
ん
自
身
の
や
る
気
に
も
ス
イ
ッ
チ

が
入
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
に
相
談
し
た
ら
、
や
る
気
が
沸
い

て
き
た
！
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
伴
走
型

支
援
、
チ
ー
ム
型
支
援
を
目
指
し
、
日
々
の

業
務
に
取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責　

三
谷　

一
郎
）



−   −8

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

七
月
十
日
（
月
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
『
第
二
十
四
回
商
工

会
青
年
部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
及
び

『
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
商
工
会
青
年

部
研
修
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
各
地
域
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
芸
南

地
域
代
表
の
北
川
麻
世
さ
ん
（
宮
島
町
）、

芸
北
地
域
代
表
の
児
玉
秀
明
さ
ん
（
広
島

安
佐
）、
中
央
地
域
代
表
の
元
樋
泰
次
郎

さ
ん
（
大
崎
上
島
町
）、
備
南
地

域
代
表
の
行
武
美
実
さ
ん
（
福
山

あ
し
な
）、
備
北
地
域
代
表
の
橋

本
慶
洋
さ
ん
（
備
北
）
の
五
名
。

発
表
者
た
ち
は
、
青
年
部
や
地

域
で
の
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
壇
上
で
力

一
杯
表
現
し
ま
し
た
。
熱
い
発
表

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
最
優

秀
賞
に
大
崎
上
島
町
商
工
会
青
年

部
の
元
樋
泰
次
郎
さ
ん
、
優
秀
賞

に
備
北
商
工
会
青
年
部
の
橋
本
慶

洋
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
に
続
い
て
審
査
員
長
を
務

め
た
中
国
新
聞
社
広
告
局
の
三
藤

和
之
担
当
局
長
は
総
評
で
「
通
算

六
回
目
の
審
査
員
長
を
務
め
ま
し

た
が
、
全
員
が
拮
抗
し
て
い
て
最

も
難
し
い
審
査
だ
っ
た
」と
述
べ
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
元
樋
さ
ん

に
つ
い
て
「
ま
る
で
大
河
ド
ラ
マ

『
第
二
十
四
回
商
工
会
青
年
部

　
　
　主
張
発
表
広
島
県
大
会
』

『
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回

　
　
　商
工
会
青
年
部
研
修
会
』

及
び

開　　催

を
見
て
い
る
よ
う
な
、
豊
か
な
表
現
力
。

見
事
に
主
人
公
を
演
じ
切
っ
た
」
と
評
価

し
、「
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
内
容
も
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
た
」
と
絶
賛
し
ま
し

た
。「
活
動
を
通
し
て
、
地
域
や
青
年
部

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を

盛
り
込
む
と
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
発
表

に
な
る
」
と
岡
山
県
大
会
に
向
け
て
、
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
と
審
査
結
果
の
間
に
は

『
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
商
工
会
青
年

部
研
修
会
』
が
行
わ
れ
、
第
一
部
で
は
、

株
式
会
社
グ
ロ
ウ
ア
ッ
プ
代
表
取
締
役
の

西
前
好
朗
氏
が
『
気
に
な
る
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
本
音
を
引
き
出
し

相
手
を
動
か
す
心
理
術
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
第
二
部
で
は
県
青
連
の
活
動
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
に
は
、
広
島
県
議
会
松
岡
副
議
長
を
始

め
冨
永
会
長
を
筆
頭
と
す
る
商
工
会
地
域

活
性
化
議
員
連
盟
の
十
二
名
の
県
議
会
議

員
の
参
加
を
頂
き
、
活
発
な
意
見
交
換
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞を受賞した元樋泰次郎さんと中央地域協議会
青年部のみなさん

九
月
二
十
三
日
（
土
）、
広
島
市
可
部

運
動
公
園
に
て
、『
平
成
二
十
九
年
度 

県

青
連
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
昨
年
の
雪
合
戦
、
昨
年
の
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
に
続
き
、
今
年
の
競
技
は
初
登

場
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
。
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
は
、

布
製
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
一
種
。

ル
ー
ル
の
基
本
は
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
、
幅

広
い
年
齢
層
に
馴
染
み
や
す
い
競
技
で

す
。試
合
は
、県
青
連
特
別
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し

た
十
チ
ー

ム
は
、
Ａ

グ
ル
ー

プ
、
Ｂ
グ

ル
ー
プ
に

分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦

を
戦
い
、

そ
れ
ぞ
れ

の
同
順
位

同
士
が
順

位
決
定
戦

に
進
み
ま

し
た
。
決

勝
戦
は
Ａ

リ
ー
グ
一

位
の
芸
南

地
協
Ａ
と

Ｂ
リ
ー
グ

一
位
の
芸

平成29年度

県
青
連

　ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

県
青
連

　ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

県
青
連

　ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

開  

催
約120名の青年部員が参加、交流を深めました

県 青 連 活動報告



−   −

SHOKO 広島県商工連会報　平成29年11月1日　VOL.377

9

 

 

企業間の人材マッチングの支援を行っています 
 

                            このようなケースのとき、ご相談ください 

 

〇 従業員を関係会社以外の企業への出向を検討しているとき 

    〇 事業の整理・縮小に伴い人員削減を検討しているとき 

    〇 定年退職予定者等が他企業への再就職を希望するとき 

 

〇 事業の拡大、欠員発生などにより、必要な要員を確保したいとき 

〇 経験豊富な即戦力の人材を確保したいとき 

当センターは出向・移籍の専門機関で、無料で出向、再就職の支援を行っています。 

 

公益財団法人 産業雇用安定センター 広島事務所 

〒730-0036 広島市中区袋町 3-17 シシンヨービル 9 階 

                          TEL 082-545-6800        FAX 082-541-5377 

公益財団法人 産業雇用安定センター 福山駐在事務所 

                          〒720-0812 福山市霞町 1 丁目 1-1 福山信愛ビル 7 階 

                          TEL 084-927-3511        FAX 084-927-3512 

 

 

南
地
協
Ｂ
が
激
突
。
芸
南
地
協
Ａ
チ
ー
ム

が
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

最
初
は
初
め
て
の
競
技
に
と
ま
ど
っ
て

い
た
部
員
た
ち
も
、
徐
々
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
し
、大
会
は
大
盛
り
上
が
り
。ス
ー
パ
ー

プ
レ
イ
、
珍
プ
レ
イ
も
飛
び
出
し
、
コ
ー

ト
は
大
き
な
声
援
と
ヤ
ジ
、
笑
い
声
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
混
合
チ
ー
ム

や
飛
び
入
り
参
加
な
ど
も
多
く
あ
り
、
い

つ
も
の
大
会
に
増
し
て
交
流
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

投
げ
た
距
離
を
競
う
〝
ド
ッ
ヂ
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
〞
で
は
、
備
北
の
山
根
匡
彦
さ
ん

が
五
十
八
ｍ
を
飛
ば
し
て
優
勝
。
一
緒
に

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
楽
し
そ
う
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
晴
天
に
も

恵
ま
れ
た
今
年
の
交
流
会
。
参
加
者
た
ち

は
み
ん
な
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。平

成
二
十
九
年
八
月
三
日
（
水
）、
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
、

『
越
智
俊
之
氏　

全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会
会
長
就
任
祝
賀
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
越
智
氏
は
第
十
九
代
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
の
会
長
を
務
め
、
平
成

二
十
九
年
五
月
か
ら
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
第
二
十
二
代
会
長
（
任
期
二
年
）

に
就
任
。
広
島
県
か
ら
全
国
の
会
長
が
就

任
す
る
の
は
二
十
年
ぶ
り
二
名
目
で
す
。

祝
賀
会
の
司
会
は
、
越
智
会
長
の
高
校

越
智
俊
之
氏

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

会
長
就
任
祝
賀
会
開

催

の
同
級
生
で
あ
る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

森
本
久
美
子
さ
ん
と
同
郷
で
お
笑
い
芸
人

の
三
浦
マ
イ
ル
ド
さ
ん
が
担
当
。
発
起
人

代
表
の
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
熊
高
一

雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、
松
村
祥
史
経
済
産

業
副
大
臣
（
当
時
）、
全
青
連
顧
問
で
あ

り
参
議
院
議
員
の
宮
本
周
司
氏
、
湯
﨑
英

彦
知
事
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
石
澤
義

文
会
長
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の

末
武
栄
子
会
長
の
五
名
か
ら
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。

祝
電
披
露
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
が
行

わ
れ
た
後
、
越
智
会
長
は
集
ま
ら
れ
た
出

席
者
に
感
謝
の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
二
年
後
、み
な
さ
ん
に
良
か
っ
た
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
や
り

抜
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
村
経
済
産
業
副
大
臣
、
衆

議
院
議
員
の
寺
田
稔
氏
、
平
口
洋
氏
、
小

林
史
明
氏
、参
議
院
議
員
の
宮
本
周
司
氏
、

溝
手
顕
正
氏
、
湯
﨑
英
彦
知
事
を
は
じ
め

約
二
十
名
に
よ
る
鏡
開
き
の
後
、
衆
議
院

議
員
の
寺
田
稔
氏
の
ご
発
声
に
よ
っ
て
乾

杯
が
行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
行
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

就任の挨拶を行う越智会長
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国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-７０３１
FAX（０８２）２２１-７０３９

八
月
十
七
日
（
木
）、
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
の
井
上
文
江
会
長
と
副
会

長
が
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、
原
爆
の
子

の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。
井
上
会

長
は
、「
今
年
も
中
四
国
各
県
か
ら
た
く

さ
ん
の
折
鶴
が
届
き
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
事
業
を
通
し
て
、
平
和
の
大

切
さ
と
尊
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
平
成
七
年
の

開
始
か
ら
二
十
年
以
上
毎
年
欠
か
さ
ず
実

施
さ
れ
て
お
り
、
各
県
で
は
来
年
の
事
業

に
向
け
、
早
く
も
折
鶴
づ
く
り
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
県
女
性
連
で
は
平
和
へ
の
願

い
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
こ
の
大

切
な
取
組
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
。 『

原
爆
の
子
の
像
に

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　
　
　
　
　
　
　
　 実
施

『
原
爆
の
子
の
像
に

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　実
施

『
原
爆
の
子
の
像
に

　千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　
　
　
　
　
　
　
　 実
施

女県 性 連 活動報告

十
月
四
日
（
水
）、
広
島
県
立
総
合
体

育
館
小
ア
リ
ー
ナ
に
て
、『
第
三
十
二
回

親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
県
大
会
』
が

開
催
さ
れ
、今
年
は
本
大
会
に
六
チ
ー
ム
、

シ
ニ
ア
大
会
に
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。本

大
会
で
は
、
昨
年
決
勝
リ
ー
グ
で
惜

し
く
も
敗
れ
た
安
芸
高
田
市
チ
ー
ム
が
リ

ベ
ン
ジ
を
果
た
し
て
優
勝
。
二
位
は
世
羅

町
Ａ
チ
ー
ム
、
三
位
は
大
崎
上
島
町
チ
ー

ム
が
輝
き
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
大
会
で
は
昨

年
の
覇
者
、大
崎
上
島
町
チ
ー
ム
が
連
覇
。

二
位
は
高
陽
町
チ
ー
ム
、
三
位
は
安
芸
津

町
チ
ー
ム
が
輝
き
ま
し
た
。

閉
会
式
で
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、
井
上

会
長
か
ら
本
大
会
、
シ
ニ
ア
大
会
の
上
位

三
チ
ー
ム
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
参
加
者
全
員
に
景
品
が
配
ら
れ

ま
し
た
。
審
判
員
が
選
出
す
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞

は
安
芸
高
田
市
商
工
会
の
上
松
洋
子
さ
ん

と
大
崎
上
島
町
商
工
会
の
松
浦
典
子
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。

第
三
十
二
回
親
善

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

          

県
大
会

第
三
十
二
回
親
善

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

          

県
大
会

第
三
十
二
回
親
善

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

          

県
大
会

平
成
二
十
九
年
度

開  

催

九
月
七
日
（
木
）、「
平

成
二
十
九
年
度
商
工
会

女
性
部
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
（
主
張

発
表
大
会
）」
が
島
根

県
松
江
市
殿
町
の
島
根

県
民
会
館
で
開
催
さ

れ
、
中
四
国
各
県
の
代

表
九
名
が
熱
い
主
張
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
見

事
、
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
の
は
広
島
県
代
表
の

松
田
純
子
さ
ん
（
世
羅

町
商
工
会
）。
広
島
県

代
表
が
全
国
大
会
に
出

場
す
る
の
は
七
年
ぶ
り

の
快
挙
で
す
。
松
田
さ

ん
は
『
女
性
部
活
動
に

参
加
し
て
〜
世
代
交

代
・
世
代
交
流
の
取
り

組
み
〜
』
を
テ
ー
マ
に

発
表
。
入
部
し
て
十
年
ほ
ど
活
動
に
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
松
田
さ
ん
が
、
い
か
に

し
て
女
性
部
活
動
の
表
舞
台
に
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、
現
在
の
活
動
の
原
動

力
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し

た
。
松
田
さ
ん
は
、
十
月
十
九
日
（
木
）
に

岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場

さ
れ
ま
し
た
。

中四国ブロック商工会女性部主張発表大会

広島県代表が最優秀賞に。
７年ぶりの快挙！

折鶴を捧げた井上会長と副会長の皆さん

本大会を制した安芸高田市商工会
女性部チームのみなさん

最優秀賞を受賞した広島県代表の
松田純子さん
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広
島
東
洋
カ
ー
プ
は
、
九
月
十
八
日

（
月
）、
甲
子
園
球
場
に
て
二
年
連
続
八
度

目
の
リ
ー
グ
優
勝
を
飾
り
、
三
十
七
年
ぶ

り
・
球
団
史
上
二
度
目
の
セ
ン
ト
ラ
ル

リ
ー
グ
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
地
元
優

勝
は
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
快

挙
に
球
場
だ
け
で
な
く
広
島
の
街
全
体
が

多
く
の
フ
ァ
ン
と
県
民
で
赤
一
色
に
染
ま

り
ま
し
た
。
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背

負
い
な
が
ら
も
、
選
手
と
熱
烈
な
鯉
フ
ァ

ン
は
、
一
体
と
な
っ
て
「
諦
め
な
い
、
つ

な
ぐ
野
球
」
を
貫
き
、
逆
転
劇
場
を
何
度

も
見
せ
て
く
れ
た
選
手
の
勇
姿
に
、
県
民

は
感
動
し
、
熱
い
想
い
で
歓
喜
に
沸
き
、

連
覇
の
喜
び
を
大
い
に
味
わ
い
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
開
設
し
た
「
ひ
ろ
し
ま

夢
ぷ
ら
ざ
」
は
、
今
年
で
十
九
年
目
を
迎

え
る
も
の
の
、
広
島
カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
連

覇
を
経
験
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
そ

こ
で
、
商
店
街
・
地
元
企
業
と
と
も
に
優

勝
セ
ー
ル
と

し
て
、
お
客

様
へ
の
感
謝

イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
ま
し

た
。ス

タ
ッ
フ

は
カ
ー
プ
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
込
み
、

店
内
入
口
に

は
〝
セ
・
リ
ー

グ
連
覇
！
優

「
お
客
様

   
感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

   
感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
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ン
ト
」を
開
催

感
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イ
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ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
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開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

「
お
客
様

「
お
客
様

「
お
客
様

「
お
客
様

「
お
客
様

「
お
客
様

「
お
客
様

「
お
客
様

   
感
謝
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

   「お
客
様

   
祝！

カープ優勝

勝
お
め
で
と
う
！
〞
看
板
を
設
置
し
、
優

勝
の
翌
日
か
ら
三
日
間
、
店
内
の
お
買
物

で
「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
五
倍
セ
ー

ル
」
を
実
施
。
ま
た
、
店
頭
の
日
替
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
出
展
事
業
者
の
協
賛
商
品
を

特
別
価
格
で
販
売
。
更
に
企
業
協
賛
に
よ

る
店
内
一
部
商
品
を
感
謝
価
格
で
提
供
す

る
等
、
店
頭
・
店
内
は
お
客
様
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｓ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
に
二
勝
四
敗
で
敗
れ
、
残
念
な
が

ら
日
本
シ
リ
ー
ズ
へ
の
進
出
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
県
民
・
鯉
フ
ァ
ン

は
セ
リ
ー
グ
連
覇
の
健
闘
を
称
え
る
と
と

も
に
、
来
年
度
は
必
ず
日
本
一
の
栄
冠
を

掴
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
選
手
へ

感
謝
を
含
め
た
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

カープファンで華やぐ本通商店街
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